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一般会計 担当課

事務事業名 担当部

根拠法令・個別計画

2

総合計画

分野別計画

予算区分

事業期間

高齢者の在宅生活を支援します

2

平成１２年度以前

保健・福祉

3

～

地域福祉課

長寿福祉係

3

小牧市ねたきり高齢者等介護者手当支給要綱、家庭看護講座実施要綱外

1

平成３０年度以降

高齢者福祉

◆２５年度実施内容

○ねたきり高齢者等介護者手当

　　　ねたきり高齢者等の介護者に対して手当（月額5千円）を支給。決定、廃止、及び

　　　支給事務。

○徘徊高齢者家族支援サービス事業

　　　居場所を検索できる端末機器を貸与し、位置情報を提供する。決定、廃止、

　　　支払事務。

○家族介護用品支給事業

　　　介護用品を支給し介護にかかる経済的負担の軽減を図る。決定、廃止、

　　　毎月利用券発送、支払事務。

○各種講座

　　　家庭看護講座（年4回）、家族支援プログラム（年6回）、

　　　認知症介護家族交流会(年12回)

　　　広報掲載、申込受付、各種の通知

目的

（対象をどの様な

状態にするのか）

　高齢者を介護している家族等の身体的、精神的及び経済的負担を軽減し、要介護高齢者

等の在宅生活の継続や向上を図る。
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　　　広報掲載、申込受付、各種の通知

◆25年度直接経費の内訳

　ねたきり高齢者等介護者手当　16,560千円　徘徊高齢者家族支援サービス委託料　118千

円

　家族介護用品支給給付金　1,202千円　家庭看護講座委託料　718千円

  印刷製本費　99千円

◆26年度直接経費の内訳

　ねたきり高齢者等介護者手当　18,720千円　徘徊高齢者家族支援サービス委託料　139千

円

　家族介護用品支給給付金　1,584千円　家庭看護講座委託料　683千円

  印刷製本費　170千円
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事業実施におけ

る課題

民生委員を通じて申請があるねたきり高齢者等介護者の手当てについて市、紙おむ

つの給付は社会福祉協議会の事業であるため、民生委員が提出先を混乱をしてい

た。
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事業の

達成状況

介護者手当の支給対象者の要件に近年増加している若年性認知症の介護者を追加

した。また、在宅のみの介護者に要件を見直したことにより介護者手当の支給者数及

び支給月数は目標値を下回った。しかしながら、高齢者を介護をしている家族等の身

体的、精神的及び経済的負担を軽減し、要介護高齢者等の在宅生活の継続や向上

について概ね達成ができた。
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事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの

（対象や手段を見直す場合も含む）
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直し内容（新規追
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２７年度以降

の改善案

講座受講者からアンケートの結果、講座内容の見直しを行う。
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今後の高齢社会において、住み慣れた地域社会の中で引き続き生活することを支援

するために現状維持と判断した。

判定理由

今後、認知症高齢者は増加すると見込まれるが、介護者に対する生活支援がなくな

り、要介護高齢者等の在宅生活の継続や向上が困難となる。

維　持

他市の状況調査や所得制限する所得額の検討を行なう。また、講座受講者からアン

ケートを行い、次年度以降の講座内容の見直しを検討する。
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一次評価のとおり。

引き続き25年度外部評価で策定した取組をすすめること。


